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Acute Phase Reactant(APR)の中で、感染時に上昇する物質の中で、変
動が特に大きいタンパク質のうち、C-reactive protein(CRP)、 α1-
acid glycoprotein(AGP)およびHaptoglobin(Hp)の3つに着目して、その
陽性に対してスコアリングすることで、新生児感染症の有無を判定す
る、APR scoreが現在保険医療として認められた臨床検査として確立さ
れている。現在のAPR scoreは体重別に基準値が作成されている。体重
で区別されためにAPRsの産生される肝臓の成熟度が考慮されていない。
そこで、我々は当院に入院した児で、在胎週数別のAPR scoreの作成を
試み、児の成熟度に合わせた感染症の評価の確立を計画した。

当院でAPR scoreが測定可能となった2021年5月1日から2024年3月31まで
の34か月間で、当院で出生してNICUに入院した児でAPR scoreを測定し
たものを対象とした。CRP、AGP、およびHpのAPRを同時に測定したデー
タを電子カルテより抽出する。患者情報として、在胎週数、出生時体
重、性別、主たる疾患名を抽出する。


